




The Aspects in the Reception of “Classical Music” Culture:
A Survey Concerning the History of Concerts by Visiting Performers
MINAGAWA Hiroshi
Abstract
In the slightly more than 200 years from 1790 until the present day, research documents covering
the history of performances of foreign musicians who have visited Japan are virtually non-existent. In
particular, as shown in the reference material at the end of this document, records of the Pre-Meiji Era
(before 1868), the Meiji Era (1868-1912), and the Taisho Era (1912-1926) barely remain, and further-
more are currently out of print and unobtainable.
In light of the above, in this document, newspaper articles, printed publications, contemporary per-
formance programs, etc. relating to the performances of visiting foreign musicians have been exten-
sively read, organized, analyzed, and consolidated, and have in addition been classified into six cate-
gories: (1) Pre-Meiji Era; (2) Meiji Era; (3) Taisho Era; (4) Showa EraⅠ (pre-World WarⅡ); (5)
Showa EraⅡ (post-war); and (6) Heisei Era through the present.
In addition, from among the points which come into focus as a result of taking a broad overview of
the main currents therein, and in particular drawing from the performances in Japan of 14 eminent or-
chestras, an examination of admission prices is provided from the perspective of arts management, in
correlation with "Transitions in Year-on-Year Differences in University Graduate Starting Salaries"
from a survey by the Ministry of Health, Labor, and Welfare, and with "General Consumer Price In-
dex" and "General Consumer Price Index Excluding Rent of Homeowners (for entire country)" from
surveys by the Ministry of General Affairs.
Key Word：Visiting Performer, Concert, Orchestra
［要約］































尚、本論の調査に際し、筆者が聴取・採集した 1957 年以後の史料も援用し、 一覧 で
は視聴した公演をゴチック体で示し、インタビューし謁見した外来演奏家にアンダーライン
を、録音プロデュースしたものには※を附記し、本稿の検証における基点の一つとした。
また、明治時代以前、明治時代、大正時代、昭和Ⅰ期、の各々図 1、図 2、図 3、図 4 に
は調査で判明した範囲内で会場、マネージメントを附記し、後段の論述で触れる関係上、社












教育が心身に有益である”との熱心な上申と、1872 年（明治 5 年）に小学校教科のひとつ
として設置された「唱歌」の具体的実施を目的に目賀田種太郎などの協力も得て、1879 年
（明治 12 年 10 月）に当時の文部省は音楽取調掛を設置するに至ったことは周知の通りであ
る。米国に留学し、ブリッジオーター師範学校及びハーバード大学で教育事情を研究し、更
に音楽をメーソン（Lother whiting Mason 1828 － 1896）に師事し、音楽教育について研鑚









久 3年に来日した Signor Robbio、Miss Bailey、Marquis Chisholm、Sippの楽団による演奏会
は、現在の海外演奏家コンサート、オペラ公演隆盛への萌芽と言えよう。





























































































































































1790  寛政 2年 Eファン・デン・ベルヒ（オランダ人がドイツ・リートを）
1804  文化 1年 Gプチャーチン一行の軍楽隊
1820  文政 3年 Jオランダ商館員
1826  文政 9年 Lシーボルトが小型ピアノ、オルゴールで西洋音楽を紹介
1853  嘉永 6年 Gペリーが率いたサスクェハナ号（ブキャナン艦長）、ミシシッピ号の軍楽隊と鼓
笛隊が「クリスティ・ミンストレルズ」（黒人歌流し）を。
1854  嘉永 7年 Gペリーが率いたサスクェハナ号、ミシシッピ号、ポーハタン号の軍楽隊と鼓笛
隊
1855  嘉永 8年 Fスクーナー船で来訪したアメリカ市民とロシア士官が下田の寺院で音楽会開催。
1860  万延 1年 GLポーハタン号のブラスバンドと鼓笛隊が「エチオピアン（クリスティ）ミン
ストレルズ」
1863  文久 3年 Gイギリス・ユーリアラス号軍楽隊、オーストラリアの楽団（Signor Robbioシニ
ョール・ロビオ、Miss Baileyベイリー Marquis Chisholmマーキス・チホーム、Sipp
シップ）
1865  慶応 1年 Gフランス海軍ゲリエール号軍楽隊
1866  慶応 2年 Gイギリス軍楽隊と日本軍楽隊の合同演奏、J.B.Noortdhoek Hegtノールトフーク・
ヘフトが横浜居留地で音楽と芝居を上演。
1867  慶応 3年 Gイギリス・オーシャン号軍楽隊軍楽隊（アメリカ海軍将兵 12 名の埋葬で）























































































10 月 2 日
10 月 5 日
9 日
11 月 10 日
明治 12 年
11 月 29 日
明治 13 年
7 月 24 日
明治 14 年
3 月































































































6 月 8 日
8 月 9 日
不明
8月
11 月 11 日
明治 19 年
8 月 10 日
明治 21 年
2 月 23 日
11 月 1 日
11 月 10 日
明治 22 年
6 月 19 日
明治 23 年
3 月 11 日
8 月 3 日
明治 24 年
3 月 13 日
10 月 23 日
12 月 24 日
明治 26 年
4 月 1 日
4 月 15 日
5 月
6 月 15 日
7 月
18、21 日
11 月 24 日
明治 27 年
6 月 21 日





































































































































































11 月 10 日
明治 28 年
1 月 24 日
1 月 27 日
明治 29 年
1 月 24 日
5 月 18 日
9 月 23 日
10 月 14 日
明治 30 年
9 月 26 日
明治 31 年




3 月 17 日
７月 25 日
11 月 2 日
明治 35 年
明治 36 年
5 月 9 日
5 月 18 日
明治 37 年
3 月 5 日
明治 38 年
7 月 8 日
7 月 15 日
9 月 4 ～ 9 日
10 月 23 日














































































































































2 月 8 日
3 月




3 月 12 日
7 月 7 日
9 月 16 日
10 月 27 日
明治 41 年
5 月 13 日
明治 42 年
1 月 25 日～
3月 28 日
4 月 14 日
27 日
4 月
4 月 25 日
4 月 26 日
28 日
10 月 2 日
5 月 24 日
5 月
11 月 24 日
9 月
10 月 9 日
明治 43 年
2 月 19 日
12 月 16 日
12 月 9 日
12 月 21 日
明治 44 年
1 月 30 日










































































































1870  明治 3年 Gイギリス第 10 連隊第 1大隊軍楽隊（薩摩楽隊と合同）
1875  明治 8年 EMaria Palmieriマリア・パルミエリ、Dar'ya Mikhailovna Leonovaレオノーワ
1879  明治 12 年 Jヴァーノン歌劇団
1880  明治 13 年 E Iburgイビュール
1881  明治 14 年 BJ Royal Compagnie Italienne (Vela) イタリア王立座　B Melchiorre Veraメルチオ
ーレ・ヴェラ
EMatilde Milani Veraヴェラ夫人
1882  明治 15 年 Gウィクトリューズ号楽隊
1885  明治 18 年 BLモーレルのメンバー、E Luisa Marchettiルイザ・マルケッティ、J Mascotte
Opera Companyマスコット歌劇団、H G.B.Fentumフェンタム、J エミリー・メル
ヴィル歌劇団
1886  明治 19 年 B Edouard Remenyiエドアルド・レメニ　A H Guillaume Sauvletギョーム・ソ－
ヴレー
1888  明治 21 年 Lヴァンス嬢、Mme, Kravtsoff=Krasoff (S)クラヴツォフ、Mlle､Helene Vitvitsky (P)




























8 月 16 日
10 月 9 日
12 月 6 日
12 月 15 日～
明治 45 年
2 月 7 日
3 月 15 日
2 月 25 日
3 月 5 日
5 月 5 日
5 月 31 日


















































1890  明治 23 年 D Adolf Terschak (1832-1901) アドルフ・テルシャック、ディトリッヒ､シューレル
1891  明治 24 年 A Friedenthalフリ－デンタール、B Rudolf E. Dittrich (1861-1919) ルドルフ・ディ
トリッヒ
1893  明治 26 年 Bディトリッヒ、Aフォン・ケーベル、Cラムゼゲル、B Costi Domtschoffコス
ティ・ドムチョフ、Hフランツ・エッケルト、Eブラッチャリーニ
1894  明治 27 年 A Antoine Katskiカッツキー　Eブラッチャリーニ
1895  明治 28 年 Bオヴィード・ミュザン、Eアミル・ルイス・ミュザン、Aエドワルド・シャ
ルフ　
1896  明治 29 年 Bオヴィード・ミュザン、E Sydney H. Morseシドニー・モース
1897  明治 30 年 Mシドネーエッジモールス一行
1898  明治 31 年 Eモリソン夫人、シャープ氏
1899  明治 32 年 B Costi Domtschoffコスティ・ドムチョフ
1901  明治 34 年 A Raphael von Koeber (1848-1923) ケーベル博士、Lブライトシュク・マルカルト、
BマルカルトA Gentileジェンタイル、EMastropasquaマストロパスクワ
1903  明治 36 年 G米国軍艦軍楽隊、A Olga Khroostcheffオルガ・クロースチェフ
1904  明治 37 年 Cアウグスト・ユンケル（東京音楽学校教師）、Aハイドリッヒ
1905  明治 38 年 HB Wilherm Dubravcichウィルヘルム・ドヴォラヴィッチ、J パントマインオペ
ラ　Gイギリス艦隊音楽隊 Aオルガ・クロスチェフ
1906  明治 39 年 D Professor Griffith グリフィス教授
1907  明治 40 年 B マーキンス、E カウェン夫人　E オペラ、バッドマン、Mアンナ・ハウエル、
A Friedenthalフリ－デンタール、Bシェーファル、Aハイドリッヒ教授、Cサ
レンジャー、Eラビンスキー、Eミハイロワ、Aオスラン、Cユンケル
1908  明治 41 年 E Nicolai Figner (1857-1918) ニコライ・フィグネル
1909  明治 42 年 K ドイツ合唱団、Aハイドリッヒ、C Heinrich Werkmeister (1883-1936)ウェルク
マイスター、Bジョルジュ・ヴィギエチ、Bレオポルド・プレミスラヴ、Bruno
(Hanka) A Petzoldt (1862-1937) ブルーノ・ペッツオルド夫人、Cハーバート・ウィ
ザース、E Kaminsky、E Brun夫人、Aルドルフ・ロイテル（東京音楽学校教師）、
Aハンカ・ベツオルド、Cキザアス、Aエルゼイ夫人
1910  明治 43 年 A Catherine Todorowitzhカテリーネ・トドロヴィッチ、B Capellmann & Madame
Roedelカペルマン＆レーデル夫妻
1911  明治 44 年 E Emma Calve (1858-1942) エンマ・カルヴェ、Bビネウィッチ、C Veyharヴェ





基盤はこの期に確立されたと考えられる。作曲家 Sergey Prokofievや、20 世紀を代表する名











井）徳子が、第 1 次大戦の為ロシアとの契約が成らず、大正 3 年に帰国し、大正 5 年 5 月
27 日、高木一座として浅草のキネマ倶楽部でミュージカルを演じて幕を開けたのが始まり


















12 月 11 日
大正 2年
10 月 23 日
11 月 9 日




15 ～ 17 日
大正 5年
1月 22 日
2 月 17 日

































































2 月 14 日






7 月 6、7 日
9 月
26 ～ 30 日
大正 8年
5月 18 日
6 月 7 日
6 月 10 日
9月1～15日
9 月 29 日
10 月 5 日
10 月









































































































































4 月 23 日
5 月
16 ～ 20 日
9 月
21 ～ 29 日
大正 11 年
1 月 29 日




5 月 21 日
5 月 24 日




10 ～ 29 日
10 月 14 ～
17 日
11 月
1 ～ 5 日
11 月 2 日
12 月 2、3 日
大正 12 年







































































































3 月 10 日
4 月 8 日
4 月 18、19、
21 日
4 月 28 日
5 月 1 ～ 5、
18 ～ 20 日
5 月 23 日
5 月 26 日
6 月 16 日
6 月 18 日
7 月 5 日
10 月 21 日
11 月
9 ～ 11 日
大正 13 年
3 月 16 日
4 月
18 ～ 23 日




1 ～ 5 日
大正 14 年
3 月

































































































































1912  明治 45 年・大正元年 B August Junker (1870-1944) アウグスト・ユンケル、C Heinrich Werk-
meister (1883-1936) ヴェルクマイスター、ロイテル、E Adolfo Sarcoli (1867-1936) サ
ルコーリ、Aハンカ・ペツオルド
1913  大正 2年 E Madame de Silvaシルバ夫人、A Harry W.Brown 、Aハンカ・ベツオルド、B
クローン、Bドーラ・フォン・メーレンドルフ、Aベツオルド夫人
1915  大正 4年 Jロシア声楽団スラヴィンスカヤ一行 37 名
1916  大正 5年 Bベルソン、Aハンカ・ベツオルド、Aザレスカ、Eローシー
1918  大正 7年 Bコロンボ、Eフェレッチ、APaul Scholz (1889-1944) ショルツ、Cボグミル・
シコーラ、Aキャスリン・キャンブル、Bミヒャエル・シャピロ、Eマリア・
カリンスカヤ、Aレオ・ボトルスキー、Aアレクサンダー・スクラレフスキー、




26 ～ 30 日
大正 15 年
2 月




2 ～ 10 日
6 月 16 日
9 月
24、25 日
11 月 19 日
11 月
























































1920  大正 9年 Cボグミル・シコーラ、Aヒルベルク夫人





1922 大正 11 年 G フランス海軍モンカルム号軍楽隊、E リプコウスカ、A スクラレフスキー、










ドウスキー、Cヨゼフ・ホルマン、B Fritz Kreisler (1875-1962) フリッツ・クライ
スラー、Aミヒャエル・ラハイゼン、Aヨランダ、Cメイ・ムウクレ、Bピア
ストロ、Hヨゼフ・ラスカ（宝塚交響楽団）、B Jascha Heifetz (1901- ? ) ヤッシ
ャ・ハイフェッツ、Aイシダー・アクロン
1924  大正 13 年 Bナタリー・ボシコ、Aミエチスラフ・ミュンツ、Eモジュヒン、Aクレオ・
カリニ、Bエフレム･ジンバリスト、Aエミール・ベイ








































































6 月 7 ～ 9 日
6 月 12 日
6 月
26 ～ 28 日
9 月 25 日
9 月
























10 月 8 日
10 月 1、2 日
11 月 11 日
11 月
26 ～ 30 日
昭和 3年
1月 15 日
1 月 22 日
2 月 8 日
2 月 12 日
2 月 26 日
4 月 8 日
4 月 22 日
4 月
5 月
26 ～ 30 日
































































9 月 30 日
10 月 11 日、
26 ～ 30 日
11 月 11 日
11 月 25 日
11 月
28、29 日
11 月 25 日
12 月 19 日
昭和 4年
1月 12 日
2 月 10 日
2 月 14 日
3 月 10 日
3 月 21 日
3 月


















































































4 月 28 日
5 月 19 日
5 月
26、27 日









































10 月 27 日
26、27 日
11 月 6 日
23、26 日
29 日






2 月 5 日
2 月 16 日
4 月
3、5、6 日
4 月 23 日
4 月 30 日
5 月 11 日
5 月 21 日
6 月 1 日
9 月 24 日
9 月 26 ～ 30
日
9 月 28 日
10 月 5 日
ニコラ・シフェルブラッド
（新交響楽団）









































































































10 月 15 日
10 月 22 日
11 月 12 日
11 月 23 日
12 月 3 日
12 月 14 日
昭和 6年
1月 18 日
1 月 28 日
2 月 8 日
2 月 22 日
3 月 8 日
3 月 23 日
4 月 22 日




















































































26 ～ 30 日
4 日
9 月
26 ～ 29 日
9 月 30 日
10 月 19 日
10 月 21 日
10 月
28、29 日
11 月 21 日
11 月 25 日
12 月 5 日
12 月 6 日
12 月 16 日
12 月 17 日
昭和 7年
1月 19 日
1 月 31 日
2 月 21 日
3 月 2 日







































































































4 月 17 日
4 月 19 日
4 月 27 日
5 月 8 日
5 月 25 日
5 月 31 日
6 月 5 日
9 月
26 ～ 30 日
10 月 12 日
11 月 9 日
11 月 23 日
11 月 25 日
12 月 1 日
12 月 21 日
昭和 8年
2月 22 日
2 月 13 日























































































3 月 17 日
4 月 19 日
4 月 26 日
5 月 10 日
6 月 19 日
7 月 26 日
10 月
2 ～ 6 日
10 月 17 日
11 月 8 日
11 月 22 日
12 月 21 日
昭和 9年
1月 20 日
1 月 24 日
1 月 26 日
2 月 25 日
4 月 5 日
4 月 17 日
4 月 26 日
5 月 16 日
6 月 16 日
































































































10 月 10 日
10 月 17 日
10 月 25 日
11 月 21 日
昭和 10 年
2 月 13 日
3 月 23 日
4 月 2、5、9、
10、11 日
4 月 22 日
4 月 30 日
5 月 8 日
5 月 15 日
5 月 24 日
5 月 8、9、10、
13、14 日
6 月 5 日
6 月 10 日













































































9 月 27 日
10 月 28、30、
31 日
11 月 1 日
11 月 6 日
12 月 4 日
昭和 11 年
1 月 22 日
1 月 27 日
2 月
1、4、6 日







5 月 1 日
5 月 6 日
5 月 10 日
5 月 24 日
5 月 26、29、
30 日
6 月 1、2 日
6 月 3 日


























































































10 月 28 日
11 月 11 日
11 月 25 日
12 月 16 日
昭和 12 年







2 月 17 日
3 月 24 日
4 月 21 日




5 月 26 日
5 月 31 日
7 月 3 日
8 月 26 日
11 月 10 日
11 月 24 日
12 月 15 日
昭和 13 年
1 月 19 日



















































































3 月 23 日、
4月 20 日
5 月 4 日
5 月 25 日
6 月 15 日
9 月 28 日
10 月 12 日
11 月 9 日
12 月 6 日
12 月 14 日
昭和 14 年





3 月 22 日
4 月 18 日
4 月 19 日、5
月 10 日






9 月 28 日、
10 月 5 日
10 月 18 日
11 月 8、22
日
12 月 4 日
昭和 15 年
1 月 29 日
















































































3 月 27 日、
4月 10 日
4 月 18 日
4 月 24 日
5 月 9 日
5 月 14 日
5 月 17 日
5 月 22 日、6
月 5日、9月
25、26 日
10 月 9 日
10 月
16、17 日
10 月 23 日






1 月 9 日
1 月
22、23 日
1 月 25 日
2 月
19、20 日






























































































4 月 23 日












12 月 12 日
昭和 17 年
1 月 16 日
1 月
28、29 日
1 月 31 日
2 月 14 日





3 月 21 日
4 月 2 日
5 月 6、7 日
5 月 26 日、
6月 19 日
7 月 17 日
9 月 17 日
9 月
23、24 日
10 月 7 日
11 月
11、12 日
































































































23 ～ 26 日
12 月
9、10 日
12 月 12 日
昭和 18 年
1 月 14 日
1 月 20 日
1 月 26 日、
2月 9日
2月 26 日
3 月 15 日
3 月
17、18 日
4 月 14 日
4 月
21、22 日
5 月 7 日
6 月 2、3 日
6 月 13 日








































































































1926  大正 15 年・昭和元年 イタリア歌劇団＜カーピ・オペラ＞（演目：「リゴレット」「椿姫」「アイ
ーダ」「ファウスト」「カルメン」「ボエーム」「トロバトーレ」「道化　師」「カヴァ
レリア・ルスティカーナ」「ルチア」「セビリアの理髪師」「蝶々夫人」「オテロ」
「ミニヨン」「トスカ」）、チャールス・ラウトルップ、Leonid Kochanski (1893- ? )レ
オニード・コハンスキー、ジョン・マコーマック、エドウィン・シュナイダー、ス
トッピン、ロシア歌劇団（演目：「ボリス・ゴドノフ」「エフゲニ・オネーギン」）、
Josef König (1875 ― 1932)ヨゼフ・ケーニッヒ（新交響楽団）、Alexander Moguilewsky
(1885-1953)アレキサンダー・モギレフスキー


























フランチェスコ・ティアッティ、ボリス・ラス、Andres Segovia (1893- ? )アンド
レ・セゴヴィア、ミゲル・フレタ、Leo Sirota (1855-1965)レオ・シロタ、マキシ
ム・シャピロ（新交響楽団）











































1938  昭和 13 年 ヨゼフ･ローゼンストック（新交響楽団）、ウィリー・フライ、レオニード・クロイ
ッツァー
1939  昭和 14 年 ヨゼフ･ローゼンストック（新交響楽団）、ロマン・ドクソン、ハルピン交響楽団
（セルゲイ・シュワイコフスキー）、ウィリー・フライ、ロマン・デュクソン、ミロ
ウィッチ、ピアストロ、シュスター




1941  昭和 16 年 マンフレッド・グルリット(中央交響楽団)、ヨゼフ･ローゼンストック（新交響楽団）、
ウィリー・フライ、




1943  昭和 18 年 マンフレッド・グルリット(東京交響楽団)、ヨゼフ･ローゼンストック（日本交響楽
団）、ヘルムート・フェルマー（東京交響楽団）、ウィリー・フライ
1944  昭和 19 年 ヨゼフ･ローゼンストック（日本交響楽団）、フェルマー（日本交響楽団）










































































































































































































1947 昭和 22 年 パレナン弦楽四重奏団
1948 昭和 23 年 レオニード・クロイッツァー
1950 昭和 25 年 ラザール・レヴィ
1951 昭和 26 年 クルト・ウエス（NHK交響楽団）、ユーディ・メニューイン、アドルフ・バーラー、
ラリー・アドラー
1952 昭和 27 年 ヘレン・トロウベル、ゲルハルト・ヒュッシュ、ブダペスト弦楽四重奏団、アルフ
レッド・コルトー
1953 昭和 28 年 ワルター・ギーゼキング、マリアン・アンダーソン、ルードヴィッヒ・ヘルシャー、
ヨゼフ・シゲティ、アイザック・スターン、ソロモン、ジャン・マルティノン
（NHK交響楽団）



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1970 年（昭和 45 年）に開催された日本万国博覧会・芸術催事をピークに、昭和中・後期
に爛熟期を経た外来演奏家公演も、平成を迎えると沈静化の兆候が見られる様になった。そ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上記の調査の結果、図表及び一覧を概観すると、1790 年（寛政 2 年）オランダからファ


































尚、総演奏会回数に対する外来公演の比率は、バブル期の 1989 年が 29．1 ％とピークで、
近年は 23 ％前後で安定している。（注 3）
図 10
「芸能白書 2001」（芸団協出版部）より



























































外オーケストラ（57.6 ％）が拮抗しており、室内楽 36.3 ％、ピアノソロ 33.9 ％が続く。一
般クラシックファンのうち、年間鑑賞回数が 3～ 6回のセグメントでは、国内オーケストラ
が最も多く 53.6 ％、海外オーケストラが 48.1 ％、室内楽 28.8 ％、ピアノソロ 21.2 ％であっ
た。このセグメントにおける平均鑑賞回数（そのジャンルを鑑賞した人ごと）が多いのは国






以下に、1956 年のウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の来日から 2003 年の同楽団来日





























図 11 で示した外来オーケストラ主要 14 団体の入場料金の各年度平均値と、厚生労働省調
査による「大卒者初任給額及び対前年増減率の推移」を比較対照したものが図 12 である。









図 14（1956 ～ 1990 年の推移）
図 15（1956 年と 1991 年の比較）
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①　Walter Salmen ：「Das Konzert」(C.H.Beck'sche Verlagsbuchhandlung, München)
②　Xavier M.Frascogna,Jr. & H.Lee Hetherington：
「This Business of Artist Management」(Billboard Books)
③　Krasilousky & Shemel：「This Business of Music」(Billboard Books)
④　TadLathrop ＆ Jim Pettigrew, Jr.著、関根直樹訳：「音楽ビジネス」
＜マーケティング＆プロモーション編＞（音楽之友社）
⑤　日本近代洋楽史研究会編：明治期「日本人と音楽」＜東京日日新聞全音楽記事内容＞
（国立音楽大学付属図書館発行／株式会社大空社）
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⑥　日本近代洋楽史研究会編：明治期「日本人と音楽」＜東京日日新聞全音楽関係記事集成＞
（国立音楽大学付属図書館発行／株式会社大空社）
⑦　秋山龍英編：「日本の洋楽百年史」（第一法規出版株式会社）
⑧　ディック・ワイズマン著、関根直樹訳：「アメリカン・ミュージック・ビジネス」（音楽之友社）
⑨　鹿毛丈司著：「音楽ビジネス・自遊自在」（音楽之友社）
⑩　中村洪介著：「近代日本洋楽史序説」（東京書籍）
⑪　中村理平著：「洋楽導入者の軌跡」（刀水書房）
⑫　竹内　博編著：「来日西洋人名事典」（日外アソシエーツ）
⑬　伊藤裕夫・中川幾郎・片山泰輔・山崎稔恵・小林真理共著：
「アーツマネージメント概論」（水曜社）
⑭　皆川弘至著：「音楽企画制作概論Ⅰ」「音楽企画制作概論Ⅱ」（音楽之友社）
⑮　野村光一著：「お雇い外国人―音楽―」（鹿島研究所出版会）
⑯　芸団協出版部編：「芸能白書 2001」
⑰　社団法人日本クラシック音楽事業協会編：「クラシック音楽市場拡大の為の調査・研究」
⑱　野村光一、中島健蔵、三善清達：「日本洋楽外史」（ラジオ技術社）
資料提供
①　厚生労働省
②　総務省
③　辻　修氏
④　雑喉　潤氏
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